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「飯豊電池バレー構想」に 関する特別委員会を設置
９月定例会

一般会計補正予算（第６号）

６９０万円を追加し
総額７０億５５６８万円に 令

和
３
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
一
般
質
問
は
４
名
が
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
３
日
目
の
議
案
審
議
で
は
承
認
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
を
含
む
各
特
別
会
計
補
正
予
算
11
件
、
飯
豊
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
、
町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
３
件
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
、
令
和
２
年
度
会
計
決
算
認

定
13
件
を
一
括
上
程
し
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

４
日
目
以
降
、
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
、
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
13
件
を
認
定
、
追
加
提
案
さ
れ
た
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
な
ど
２
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
、
人
事
案
２
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
２
件
を
採
択
し
、
特
別
委
員
会
の
設
置
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
な
ど
議
員
発
議
９
件
を
決
め
、
閉
会
し

ま
し
た
。

●畜産生産拠点整備事業
　（地盤強化工事に係る工事請負費等の追加）
　　　　　　　　　　　　　　１１００万円

●中学校管理費
　（町民スポーツセンター周辺排水対策工事
請負費等の追加） 　　　　　３１３０万円

●新型コロナウイルス感染症経済対策
（住宅等小規模リフォーム支援事業費補助金）
　　　　　　　　　　　　　　　２４０万円

●ひめさゆり荘施設改修補助金　１８９万円

●凍霜害等緊急対策事業交付金　３０４万円

●新型コロナウイルス感染症対応
　地方創生臨時交付金　　　　　３９０万円

●県保育料無償化に向けた
　段階的負担軽減交付金　　　　２４５万円

●公共施設整備基金繰入金　　４２３０万円

概　要

８ページに詳細記載
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「飯豊電池バレー構想」に 関する特別委員会を設置
本
町
に
お
け
る
過
疎
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
策
定
し

た
も
の
で
す
。

計
画
期
間
は
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
す
。

町
道
路
線
の
認
定

主
要
地
方
道
長
井
飯
豊

線
の
道
路
改
良
工
事
に
伴

い
当
該
路
線
の
一
部
が
町

道
に
移
管
さ
れ
る
た
め
認

定
す
る
も
の
で
す
。

◎
路
線
名

中
里
向
原
線

飯
豊
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画

を
策
定

◆
請
願
名

国
に
対
し
、﹁
国
連
で
採
択

さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
日
本
政
府
の
署
名
と

批
准
を
求
め
る
意
見
書
﹂

の
提
出
を
求
め
る
請
願

【
請
願
者
】

原
水
爆
禁
止
西
置
賜
協

議
会

代
表

青
木

慶
一

【
紹
介
議
員
】

髙
橋

亨
一

舟
山

政
男

【
所
管
委
員
会
】

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【
主
な
内
容
】

２
０
１
７
年
国
連
で
採

択
さ
れ
、
今
年
１
月
22
日

に
発
効
し
た
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
に
日
本
国
政
府

は
直
ち
に
署
名
・
批
准
し

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
核
兵
器
廃
絶
へ
の
責
務

を
果
た
す
よ
う
日
本
国
政

府
に
対
し
意
見
書
提
出
の

請
願
。

次
の
人
事
案
件
に
全
議

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員

飯
豊
町
大
字
椿

前
司

  

恵
（
再
任
）

◆
人
権
擁
護
委
員

飯
豊
町
大
字
椿

井
上

慶
次
（
再
任
）

意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願
２
件

の
ほ
か
、
次
の
２
件
も
国

及
び
関
係
省
庁
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
の
改
正
に
関
す
る

意
見
書

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

請

  

願

人

  

事

低
温
倉
庫
の
改
修
に
か
か

る
支
援
等
、
出
来
秋
に
向

け
た
出
口
対
策
を
強
化
・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
請
願
。

〔
審
査
の
経
過
と
結
果
〕

願
意
妥
当
で
採
択

〔
本
会
議
〕

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◆
請
願
名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
取
扱
い
を
指
定
感

染
症
二
類
相
当
か
ら
五
類

感
染
症
に
引
き
下
げ
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
請
願

【
請
願
者
】

コ
ロ
ナ
禍
を
収
束
さ
せ

る
山
形
県
民
会
議

代
表

斉
藤

美
千
代

【
紹
介
議
員
】

後
藤

惠
一
郎

【
所
管
委
員
会
】

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
経
過
と
結
果
〕

調
査
、
研
究
が
必
要
の

た
め
継
続
審
査
。

〔
審
査
の
経
過
と
結
果
〕

願
意
妥
当
で
採
択

〔
本
会
議
〕

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◆
請
願
名

コ
メ
の
需
要
調
整
に
関
す

る
請
願

【
請
願
者
】

山
形
お
き
た
ま
農
業
協

同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　

若
林

英
毅

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
飯

豊
地
区
農
政
対
策
本
部

本
部
長

遠
藤

嘉
春

【
紹
介
議
員
】

屋
嶋

雅
一

髙
橋　
　

勝

【
所
管
委
員
会
】

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

【
主
な
内
容
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
予
期

せ
ぬ
需
要
減
に
対
し
て
、

政
府
備
蓄
米
の
運
用
改
善

等
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動

員
し
た
市
場
隔
離
の
実
施

さ
ら
に
は
倉
庫
の
新
設
や
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　令和２年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計を合わせた全13会計の決算は、決
算特別委員会において審査の上、全会一致で認定されました。
　監査委員において作成された「令和２年度飯豊町一般会計・特別会計決算審査意見書」
によると令和２年度末の町債（町の借金）の残高は、134億987万円（前年より8億5,194万
円の増）で、町民一人当たり198万円（前年より17万円の増）の借金額となります。
　また、一般会計の財源構成比率は、税金などの自主財源が18.8%、国からの地方交付税・
国や県からの交付金・補助金及び町債などによる依存財源の割合が81.2%であり、自主財源
に乏しい財政基盤の状態にあります。
　財政運営にあたり、学校改修などの目的のため積み立てて、必要な時に取り崩して活用
するための基金（家計においては預金）の残高は、総額19億4,547万円です。
　しかし、全体の約75％以上が公共施設整備事業や地域福祉事業並びに国民健康保険財政
調整などの目的基金であり、非常事態などに柔軟に使用できる基金（財政調整基金）は、
５年前（平成27年度末）の12憶5131万円と比べ、わずか４億5,712万円となっています。

一般会計及び各 特別会計決算の概要

項　　目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

歳 入 総 額 76億6220 67億6010 74億2088 73億6290 93億5963 

歳 出 総 額 72億2268 64億2713 71億3803 69億4770 90億4008 

基 金 積 立 金 269 158 126 24 4 

基金取り崩し額 2億1000 3億        3億4000 4億7800 1億3100 

（単位　万円）
過去５年間の財政収支の状況

令和２年度　主な予算執行事業
●飯豊電池バレー構想　　　　　　16億1,886万円

●家畜排せつ物等利用のバイオガス発電事業

　プロジェクト　　　　　　　　　1億6,604万円

●飯豊中学校大規模改修事業　　　1億7,400万円

●除排雪事業（道路除雪・高齢者等支援）　

　　　　　　　　　　　　　　　　2億9,292万円

●母子保健、子育て支援医療　　　　　4,510万円 ながめやまバイオガス発電所
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令和２年度 一般会計及び各 特別会計決算の概要
一般会計決算

歳　入　93億5962万円 歳　出　90億4007万円

各特別会計決算 （単位　万円） 各 基 金 残 高 （単位　万円）

基金の名称 令和２年度末残高

財政調整基金 4億5712

減債基金 1億7234

地域福祉基金 8843

公共施設調整基金 3億8168

地域振興基金 4806

いいでめざみの里応援寄付基金 6035

中小企業緊急災害等対策利子補給基金 2500

スポーツ振興基金 3740

交通遺児等支援基金 501

国民健康保険給付基金 1億0393

介護保険介護給付準備基金 1億3271

畜産振興基金 5525

森林環境譲与税基金 1063

奨学資金賃与基金 6446

土地開発基金 1億7161

財産区基金（４財産区） 1億3149

総合計 19億4547

会　　計 歳　入 歳　出

国民健康
保険

事業勘定 7億4878 7億3730

直診勘定 9397 9381

介護保険 9億9922 9億8962

後期高齢者医療 8856 8753

下水道事業 3億9486 3億9451

訪問看護 1801 1789

介護老人保健施設 2億9787 2億9772

５財産区 1087 1012

水道事業
収 益 的 2億3182 1億8549

資 本 的 1億6743 2億4592
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新型コロナウイルス感染症対策及び
町道南館深渕線ほか道路改良工事

    関連予算を可決 臨時会（令和３年８月５日開議）

８
月
５
日
、
現
在
の
議

会
構
成
に
な
っ
て
か
ら
丸

２
年
が
経
過
し
、
議
会
の

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
総
務
文

教
、
産
業
厚
生
、
広
報
広

聴
の
各
常
任
委
員
会
委
員

並
び
に
議
会
運
営
委
員
会

委
員
が
新
た
に
選
出
さ
れ
、

合
わ
せ
て
置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
等
の
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。（
議
会
だ
よ

り
８
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
町
か
ら
提
出
さ

れ
た
飯
豊
町
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
度
飯
豊
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
及

び
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
３
年
度
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
町

道
南
館
深
渕
線
ほ
か
道
路

改
良
工
事
）
に
つ
い
て
の

３
議
案
を
審
査
し
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

飯
豊
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
再
発
行
に

つ
い
て
は
、
町
が
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、今
後
は「
※

地
方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム

機
構
」
が
事
務
を
行
う
事

に
な
っ
た
た
め
、
再
発
行

手
数
料
の
部
分
が
条
例
か

ら
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

※
令
和
３
年
９
月
１
日
の

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
に

伴
い
、
国
と
地
方
公
共

団
体
が
協
同
し
て
運
営

す
る
法
人
。

補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

３
９
５
万
円
を
追
加
し
、

総
額
71
億
５
０
７
６
万
円

と
な
り
、
主
な
補
正
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

概

要

︻
歳
入
︼

○
地
方
交
付
税８

３
８
万
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費

（
国
負
担
金
）１

４
１
万
円

○
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

支
援
交
付
金
・
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業

（
国
補
助
金
）

４
６
８
４
万
円

○
農
業
水
路
等
事
業

（
県
補
助
金
）

１
７
３
２
万
円

︻
歳
出
︼

◇
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

事
業

２
０
５
０
万
円

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対
策

事
業

２
８
３
１
万
円

◇
農
業
水
路
等
長
寿
命

化
・
防
災
減
災
事
業

２
３
０
０
万
円

◇
強
い
農
業
・
担
い
手
づ

く
り
総
合
支
援
事
業

２
１
４
万
円

道
路
工
事
平
面
図
・

道
路
工
事
箇
所
起
点
及
び
終
点
現
況
写
真

町
道

椿
南
館
線

工
事
起
点

工
事
終
点

町
道

南
館
深
淵
線

工
事
起
点

工
事
終
点
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令和３年度９月定例会で審議した主な議案とその結果
上程された議案・概要 賛成 反対

規則の一部改正・決議提出

飯豊町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ８ ０

飯豊町議会「飯豊電池バレー構想」に関する特別委員会の設置に関する決議提出について ８ ０

予　　　算

令和3年度飯豊町一般会計補正予算（第5号） ８ ０

町道路線の認定について ８ ０

令和3年度飯豊町一般会計補正予算（第6号） ８ ０

令和3年度飯豊町介護老人保健施設特別会計予算（第3号） ８ ０

決　算　認　定

令和2年度飯豊町一般会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町国民健康保険特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町後期高齢者医療特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町介護保険特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町訪問看護特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町介護老人保健施設特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町下水道事業特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町萩生財産区特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町豊原財産区特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町添川財産区特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町豊川財産区特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町中津川財産区特別会計決算認定について ８ ０

令和2年度飯豊町水道事業会計決算認定について ８ ０

令和2年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について ８ ０

人　　　事

飯豊町教育委員会委員の選任について・飯豊町大字椿　前司　恵氏 ８ ０

人権擁護委員の候補者の推薦について・飯豊町大字椿　井上　慶次氏 ８ ０

意　見　書

「国連で採択された核兵器禁止条約への日本政府の署名と批准を求める意見書」の提出について ８ ０

「米の需給調整に関する意見書」の提出について ８ ０

「豪雪地帯対策特別措置法の改正に関する意見書」の提出について ８ ０

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」の提出について ８ ０

　※採決は議長を除く
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　議会申し合わせ事項等により任期２年となっている議会の役職等については、８月５日の臨時会に
おいて正副議長選挙が行われ、体制が新たになりました。また各常任委員会についても委員の変更が
ありましたのでお知らせします。

新たな議会体制に

◉
議
長

菅
野
富
士
雄
（
再
）

◉
副
議
長

古
山

繁
己
（
新
）

◉
議
会
選
出
監
査
委
員

遠
藤

芳
昭
（
継
続
）

◉
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

後
藤
惠
一
郎

副
委
員
長

古
山

繁
己

委

員

川
﨑
祐
次
郎

委

員

髙
橋　
　

勝

◉
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

髙
橋　
　

勝

副
委
員
長

後
藤
惠
一
郎

委

員

菅
野
富
士
雄

委

員

髙
橋

亨
一

委

員

古
山

繁
己

委

員

遠
藤

芳
昭

◉
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

川
﨑
祐
次
郎

副
委
員
長

屋
嶋

雅
一

委

員

菅
野
富
士
雄

委

員

髙
橋

亨
一

委

員

古
山

繁
己

委

員

舟
山

政
男

◉
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

舟
山

政
男

副
委
員
長

遠
藤

芳
昭

委

員

後
藤
惠
一
郎

委

員

川
﨑
祐
次
郎

委

員

屋
嶋

雅
一

委

員

髙
橋　
　

勝

◉
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

・
菅
野
富
士
雄

（
議
長
・
第
一
委
員
会
）

・
後
藤
惠
一
郎
（
議
会
運

営
委
員
・
第
二
委
員
会
）

・
古
山

繁
己

（
第
三
委
員
会
）

◉
西
置
賜
行
政
組
合

・
遠
藤

芳
昭

（
議
会
運
営
委
員
）

・
舟
山

政
男

・
屋
嶋

雅
一

◉
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

・
菅
野
富
士
雄

（
代
表
世
話
人
）

・
髙
橋

亨
一
（
病
院
運

営
特
別
副
委
員
長
）

・
川
﨑
祐
次
郎

（
議
会
運
営
委
員
長
）

一
部
事
務
組
合
議
会

報告

飯
豊
町
議
会
「
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
」
に

関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

町
が
山
形
大
学
・
山
形
銀
行
と
と
も
に
進
め
て
い
る
﹁
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
﹂
に

対
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
す
す
め
て
き
た
同
構
想
に
つ
い
て
は
、
建
設
し
て
い
る
３
施
設
の
使
用
状

況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
も
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
議

会
と
し
て
そ
の
内
容
を
調
査
検
証
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
内
容

︻
設
置
の
根
拠
︼

地
方
自
治
法
第
１
０
９

条
及
び
飯
豊
町
議
会
委
員

会
条
例
第
５
条

︻
設
置
の
目
的
︼

飯
豊
町
・
山
形
大
学
・

山
形
銀
行
の
三
者
に
よ
る

連
携
の
も
と
、
平
成
25
年

度
に
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構

想
が
始
動
し
ま
し
た
。

町
は
こ
の
事
業
に
大
き
な

投
資
を
し
て
い
る
が
、
町

民
に
見
え
る
成
果
は
ま
だ

多
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
議
会
で
は
、

経
過
を
調
査
検
証
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
取
り
組

み
状
況
を
確
認
し
、
町
民

に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
と
し
ま
す
。

︻
委
員
︼（
議
長
除
く
８
名
）

委
員
長　
　

古
山
繁
己

副
委
員
長

髙
橋

勝

︻
背
景
︼
８
月
12
、
17
日

の
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
山
大
や
貸
工

場
進
出
予
定
の
セ
パ
レ
ー

タ
デ
ザ
イ
ン
、
専
門
職
大

学
設
置
を
目
指
す
赤
門
学

院
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の

結
果
、
特
別
委
員
会
に
お

い
て
調
査
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も

の
で
す
。

来年４月始動する貸工場 山形大学研究センター（左）と
専門職大学（右）
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傍聴においでください　　次回の定例会は12月８日からです。お気軽にどうぞ。
　　　　 　　　　 　　　　　 電話　０２３８（８７）０５２７　議会事務局

氏　　名 質　問　事　項 質問
時間 ページ

１．議席番号４番
　　遠藤　芳昭　議員

老朽施設を負の財産としない
町長　５つの建物は解体する計画であ

る
60分 10

２．議席番号５番
　　髙橋　勝　議員

地域の課題解決はだれが担う
安心して幸せに暮らすためには
町長　地区まちづくりセンターを中心

に連携した取り組みが必要

60分 11

３．議席番号２番
　　屋嶋　雅一　議員

伝統文化を生かしたまちづくり
町長　伝統文化を生かした地域住民と

行政との協働による取り組みが
必要

60分 12

４．議席番号３番
　　舟山　政男　議員

町庁舎にエレベーターの設置と
コロナ収束後の町観光事業は
町長　エレベーターの設置は大規模改

修が必要となり、設置は困難

60分 13

　一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。
　また、質問及び答弁は、要約しています。
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一般質問

老朽施設を負の財産としない
町長：５つの建物は解体する計画である

質
問

維
持
で
き
な
い
町

の
施
設
は
将
来
の
負
担
と

な
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

計
画
に
沿
っ
て
対
応

す
る

町
長
「
飯
豊
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に

基
づ
い
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
計
画
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・

と
よ
さ
と
荘
・
旧
中
津
川

小
・
同
岳
谷
分
校
を
10
年

以
内
に
解
体
す
る
施
設
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

負
の
財
産
と
な
ら
な

い
よ
う
に

質
問

取
り
壊
し
予
定
の

５
つ
の
施
設
の
維
持
管
理

費
と
、
取
り
壊
し
の
予
定

は
。財

源
の
確
保
が
課
題

町
長

現
在
こ
の
５
施
設

は
年
間
３
百
万
円
の
維
持

管
理
費
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
解
体
す
る
に
も
財
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

10
年
以
内
と
し
か
定
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。

閉
校
の
校
舎
の
利
用
は

質
問

現
在
「
飯
豊
町
小

学
校
再
編
に
係
る
専
門
家

会
議
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
学
区
再
編
・
統
廃

合
に
よ
る
空
き
校
舎
活
用

の
検
討
は
さ
れ
る
の
か
。

専
門
家
会
議
で
も
検
討

教
育
長

閉
校
中
の
学
校

の
活
用
も
課
題
で
あ
り
、

専
門
家
会
議
に
お
い
て
も

話
題
と
し
て
取
り
上
げ
、

検
討
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

置
賜
天
狗
山
に
お
け
る

登
山
客
受
け
入
れ
整
備
を

質
問

天
狗
山
は
や
ま
が

た
百
名
山
に
認
定
さ
れ
て

か
ら
訪
問
客
も
多
く
な
っ

た
。
誘
客
受
け
入
れ
の
た

め
に
は
道
路
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

道
路
整
備
は
必
要

町
長

天
狗
山
は
新
た
な

観
光
と
し
て
有
望
で
あ
り

地
元
と
一
緒
に
す
す
め
て

い
き
ま
す
。
道
路
整
備
に

つ
い
て
も
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

天
狗
山
の
本
の
再
版

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

質
問
「
天
狗
山
の
話
」

と
い
う
本
が
あ
る
が
、
教

育
委
員
会
で
再
版
で
き
な

い
か
。
ま
た
山
の
歴
史
や

史
跡
、
自
然
の
動
植
物
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
。

著
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
検
討
し
て
い
き
た
い

教
育
長

著
書
「
天
狗
山

の
話
」
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
み
ま
す
。

町
長

歴
史
や
文
化
に
ふ

れ
る
観
光
も
大
切
で
あ
り

今
後
観
光
面
か
ら
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
人
執
筆
）

老
朽
化
し
た
施
設
は

遠
藤
芳
昭
議
員老朽化し使用していない農村環境

改善センター（手ノ子）

天
狗
山
の
象
徴
大
鳥
居
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質
問

町
内
で
生
産
さ
れ

る
食
材
・
加
工
品
を
町
外
・

県
外
に
箱
詰
め
に
し
て
発

送
す
る
「
美
味
し
い
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」。
予
想
さ
れ
る
経
済

効
果
と
し
て
、
町
内
事
業

者
（
食
産
業
分
野
）
の
所

得
向
上
、
６
次
産
業
の
活

性
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
「
飯
豊
の
食
」
を
通
じ

た
繋
が
り
（
交
流
）
の
形

成
は
、
今
こ
そ
必
要
と
感

じ
る
が
。

民
間
事
業
者
に
働
き
か
け

な
が
ら
支
援
策
を
検
討

町
長

こ
れ
を
商
品
と
し

て
販
売
す
る
こ
と
は
、
本

町
農
産
物
や
加
工
品
の
消

費
拡
大
や
農
家
所
得
向
上

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

関
係
者
な
ど
民
間
の
活
力

に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
の
支
援
事

業
の
活
用
を
含
め
民
間
事

業
者
に
働
き
か
け
を
行
い

町
と
し
て
の
支
援
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
課
題
解
決
は

誰
が
担
う
。
解
決
に

向
け
た
方
策
は

質
問

①
現
在
の
地
域
課

題
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。
対
応
可
能

な
組
織
や
条
例
が
町
に
は

あ
る
の
か
？

②
第
５
次
総
合
計
画
に
は

「
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

は
、「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
」
と
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な

条
例
の
制
定
が
必
要
で
は

な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
取
組
み

が
必
要

町
長

①
地
域
課
題
に
つ

い
て
は
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
地

域
間
で
連
携
し
た
取
組
み

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま

た
本
町
で
は
、
地
域
課
題

へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
誰
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
い
、
ど
の
よ

う
な
手
法
で
進
め
て
い
く

の
か
を
定
め
た
「
自
治
基

本
条
例
」
を
定
め
て
い
ま

せ
ん
。
２
０
３
０
年
ま
で

に
制
定
し
運
用
を
開
始
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
現
状
で
は
、「
地
区
公

民
館
」
と
「
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
規
定

し
た
条
例
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
涯
学
習

や
社
会
教
育
に
加
え
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
総
合
的

に
支
援
す
る
施
設
と
し
て

一
本
化
し
た
条
例
が
必
要

と
の
認
識
で
現
在
検
討
中

で
す
。
併
せ
て
、
組
織
体

制
・
運
営
方
法
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。地

域
の
課
題
解
決
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
で

質
問

地
域
課
題
の
ひ
と

つ
に
「
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

鳥
獣
被
害
」が
あ
る
。被
害

は
主
に
農
業
分
野
で
あ
る

が
、
最
近
は
観
光
地
で
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
現
在
は
、猟
友
会
・

檻
・
ワ
ナ
で
の
駆
除
、
電

気
柵
で
の
対
策
が
主
な
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は

現
状
対
策
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
最
新
技
術
導
入
を
提
案

す
る
。
こ
の
よ
う
な
最
新

技
術
の
導
入
や
県
の
対
策

支
援
事
業
を
活
用
し
予
算

の
確
保
を
行
い
、
次
年
度

は
現
在
の
支
援
と
並
行
し

て
、
新
た
な
対
策
の
導
入

を
実
行
し
て
は
ど
う
か
。

導
入
費
・
維
持
費
な

ど
課
題
多
い

町
長

現
在
は
、
捕
獲
方

法
の
研
修
や
電
気
柵
設

置
、
猟
友
会
増
員
へ
の
補

助
金
新
設
な
ど
、
対
策
予

算
を
増
額
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
対

策
に
つ
い
て
は
、
機
器
の

初
期
導
入
費
用
や
維
持
経

費
人
材
育
成
な
ど
課
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対

効
果
を
十
分
に
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

（
本
人
執
筆
）

一般質問

髙
橋

勝
議
員

美
味
し
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
食
を

通
じ
た
繋
が
り
を
形
成

地域の課題解決は誰が担う。
安心して幸せに暮らすためには

町長：地区まちづくりセンターを中心に連携した取組みが必要

観
光
地（
水
芭
蕉
群
生
地
）

ま
で
も
電
気
柵
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質
問

伝
統
文
化
は
、
町

や
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

に
守
り
継
承
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
貴
重
な
宝
だ
。

そ
の
た
め
に
住
民
と
ど
の

よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
い

く
の
か
。

保
全
や
活
用
の
課
題

を
住
民
と
意
見
交
換

町
長

こ
れ
ま
で
も
地
域

住
民
と
行
政
が
連
携
し
て

保
全
と
活
用
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
伝
統

文
化
の
歴
史
的
背
景
を
伺

い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

保
全
、
活
用
し
て
い
く
か

を
共
に
考
え
、
価
値
を
広

く
周
知
し
風
化
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
連
携
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

歴
史
文
化
を
映
像
化
し

保
存
と
Ｐ
Ｒ
に
活
用

質
問

伝
統
文
化
で
の
関

係
人
口
を
増
や
す
た
め
に

は
、
町
内
外
へ
飯
豊
町
の

伝
統
文
化
の
良
さ
を
幅
広

く
Ｐ
Ｒ
し
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
物
語

風
に
し
た
映
像
化
が
必
要

と
思
う
が
。

映
像
化
も
有
効
な
手
段

町
長

本
町
で
は
、
指
定

文
化
財
だ
け
で
な
く
、
本

町
の
歴
史
文
化
を
物
語
る

も
の
を
飯
豊
遺
産
と
し
、

新
た
に
物
語
の
一
端
を
な

す
も
の
を
見
出
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
映
像
化
に
す
る
こ

と
も
有
効
な
手
段
と
思
い

ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
コ
ス

ト
を
か
け
ら
れ
る
か
が
問

題
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

知
見
を
お
持
ち
の
方
や
地

域
住
民
の
方
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
、
次
世
代
に

繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。歴

史
文
化
的
資
料
の

収
蔵
庫
の
整
備
が
必
要

質
問

現
在
、
歴
史
文
化

的
資
料
な
ど
は
、
町
内
の

施
設
に
点
在
し
保
管
さ
れ

て
い
る
。
収
蔵
庫
と
歴
史

資
料
館
整
備
の
考
え
は
。

収
蔵
庫
や
資
料
館
の

整
備
は
必
要

町
長

ご
指
摘
い
た
だ
き

ま
し
た
と
お
り
、
町
内
複

数
の
場
所
に
保
管
し
て
い

る
状
態
で
す
。
寄
贈
の
申

し
出
を
い
た
だ
い
て
も
現

在
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状

況
で
も
あ
り
ま
す
。

一
ヶ
所
に
ま
と
め
た
収

蔵
庫
や
歴
史
資
料
館
の
整

備
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
既
存
遊
休
施

設
の
改
修
や
古
民
家
の
活

用
な
ど
、
い
ず
れ
に
し
て

も
大
き
な
財
政
支
出
を
伴

う
事
業
と
な
り
、
現
段
階

で
は
検
討
に
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

伝
統
的
な
行
事
や
工

芸
を
伝
承
す
る
担
い

手
不
足
の
解
消
は

質
問

現
在
、
伝
統
的
な

行
事
や
工
芸
を
伝
承
し
て

い
く
担
い
手
不
足
や
文
化

財
な
ど
の
管
理
、
整
備
を

す
る
人
手
不
足
が
問
題
だ

が
、
対
応
策
は
。

子
供
た
ち
が
歴
史
、

伝
統
文
化
の
体
験
交
流

教
育
長

自
分
た
ち
が
生

ま
れ
育
っ
た
町
の
歴
史
や

伝
統
文
化
を
学
び
、
体
験

や
交
流
を
通
じ
な
が
ら
興

味
や
関
心
を
抱
き
、
ゆ
く

ゆ
く
は
、
担
い
手
や
人
材

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
郷
土
愛
の
醸

成
に
繋
げ
る
教
育
を
目
指

し
ま
す
。

町
内
の
伝
統
文
化
の

映
像
を
総
合
学
習
で

質
問

町
内
の
伝
統
文
化

映
像
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
で
き
な
い
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

交
流
学
習

教
育
長

子
供
た
ち
の
行

動
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
た

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
た
映
像
に
よ
る
各
校
交

流
学
習
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
（
本
人
執
筆
）

屋
嶋
雅
一
議
員

伝
統
文
化
を
守
る
た
め

の
住
民
と
の
連
携
は

一般質問

伝統文化を活かしたまちづくり
町長：伝統文化を活かした地域住民と行政との協働による取り組みが必要

文化財の修復の様子
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質
問

高
齢
化
の
進
む
現

在
、
町
庁
舎
利
用
が
ま
す

ま
す
大
変
に
な
っ
て
い
く
。

ま
た
、
車
椅
子
で
来
庁
さ

れ
た
方
の
利
用
は
相
当
不

便
を
し
い
る
。
こ
の
対
応

に
つ
い
て
は
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
ハ
ー
ド
整
備
は
厳

し
い
状
況

町
長

庁
舎
は
昭
和
54
年

８
月
に
竣
工
し
、
今
年
で

42
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
検
討
す
る
た

め
の
調
査
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
検
討
の
結

果
、
設
置
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
現
在
、
設
置

す
る
に
は
、
庁
舎
の
耐
震

化
工
事
な
ど
の
大
規
模
改

修
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
状
で
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
は
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。

現
在
の
対
応
は

質
問

来
庁
者
の
方
に
対

し
て
の
対
応
は
。

呼
鈴
等
に
て
対
応

町
長

車
い
す
の
方
の
現

在
の
対
応
は
、
正
面
玄
関

の
階
段
前
に
設
置
し
て
い

る
呼
び
鈴
を
押
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
職
員
が
外

に
出
向
き
車
の
中
で
手
続

き
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
階
段
昇
降
の

介
助
す
る
対
応
も
と
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
車
利
用
が
困
難
な

場
合
は
、
健
康
福
祉
課
や

中
津
川
公
民
館
で
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
等
の
交
付
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

５
セ
ン
タ
ー
の
充
実
は

質
問

町
の
出
先
機
関
で

あ
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
環
境
整
備
を
し
て
、

リ
モ
ー
ト
活
用
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
。

慎
重
を
期
す

町
長

国
、
県
と
異
な
り

基
礎
的
自
治
体
は
、
現
場

主
義
が
第
一
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
住
民
と
直
接
接

す
る
こ
と
が
大
事
で
、
バ

ー
チ
ャ
ル
な
対
応
は
慎
重

を
期
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
収
束
後

　
　
町
観
光
事
業
は

質
問

旅
行
、
観
光
事
業

が
真
っ
先
に
動
く
と
考
え

ら
れ
る
が
、
町
と
し
て
の

対
応
は
。

官
民
で
備
え
た
い

町
長

現
時
点
で
、
コ
ロ

ナ
収
束
は
見
通
せ
ま
せ
ん

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
観
光
局
等
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
商
品
の
開
発
を

考
え
て
い
ま
す
。

観
光
基
盤
の
整
備
は

質
問

町
内
の
様
々
な
取

り
組
み
や
、
先
人
の
築
い

た
文
化
を
観
光
基
盤
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

生
か
す
べ
き
と
考
え
る

町
長

農
村
の
様
々
な
文

化
を
掘
り
起
こ
し
、
新
様

式
で
の
文
化
継
承
を
町
づ

く
り
に
い
か
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
（
本
人
執
筆
）

町
庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
は

一般質問

舟
山
政
男
議
員

手ノ子地区に伝わるお年越し料理
（手ノ子区協議会、さんさん部会女
性部みなさんによる再現）

庁舎正面玄関前の呼び鈴

町庁舎にエレベーターの設置と
コロナ収束後の町観光事業は

町長：エレベーターの設置は大規模改修が必要
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基金減少が続くが 今後の対応を問う 総務文教
所 管 分

決
算
特
別
委
員
長

古

山

繁

巳

基
金
の
大
幅
減
少
の
要

因
と
今
後
の
対
応
は

川
﨑
委
員

地
方
債
残
高

が
１
０
４
億
円
に
達
し
、

自
主
財
源
が
乏
し
い
な
か

で
、
財
政
運
営
は
本
当
に

大
丈
夫
か
。
あ
わ
せ
て
財

政
調
整
基
金
が
大
幅
減
で

28
年
度
比
1
／
3
に
な
っ

て
い
る
。

町
長

財
政
調
整
基
金
は

最
大
20
億
円
の
積
立
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
25
年
の

監
査
意
見
書
に
は
、「
地

域
活
性
化
・
住
民
の
た
め

に
有
効
に
活
用
す
る
よ
う

に
」
と
指
導
さ
れ
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

償
還
金
が
今

後
の
財
政
運
営
を
厳
し
く

す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
で
き
る
だ

け
借
金
を
せ
ず
に
、
運
営

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

た
だ
し
借
金
も
し
な
け
れ

ば
財
政
運
営
も
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

の
５
年
間
の
成
果
は

舟
山
委
員

最
終
年
度
を

迎
え
た
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。

企
画
課
長

５
年
間
で
一

地
区
に
最
大
４
０
０
万
円

の
補
助
で
す
。
各
地
区
で

執
行
率
に
差
が
あ
る
も
の

の
計
画
的
な
事
業
の
実
施

が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

評
価
し
て
い
ま
す
。
事
業

内
容
は
、
４
次
総
合
計
画

の
地
区

別
計
画

を
実
施

さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
13
件

に
つ
い
て
、
※

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
長
に
古
山
繁
巳
委
員
を
、
副
委
員
長
に
髙
橋
亨
一
委

員
を
選
出
し
、
９
月
15
日
・
16
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
慎
重
な
審
査
を

行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

地域づくり推進事業の積極的活用を

※
決
算
特
別
委
員
会
と
は

９
月
定
例
会
で
上
程
さ

れ
た
決
算
議
案
に
つ
い
て
、

そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ

と
。
決
算
の
審
査
は
、
当

該
年
度
の
予
算
の
議
決
に

基
づ
く
財
務
処
理
の
全
体

を
通
し
て
、
そ
の
執
行
が

適
正
、公
平
か
つ
能
率
的
・

合
理
的
に
行
わ
れ
た
か
否

か
の
適
否
を
審
査
す
る
も

の
で
す
。

令和３年10月25日　議会だより183号（14）



基金減少が続くが 今後の対応を問う決算特別
委 員 会

義
務
的
経
費
の
削
減
に
つ

い
て
今
後
の
取
組
み
は

屋
嶋
委
員

決
算
審
査
意

見
書
に
は
、「
※
義
務
的
経

費
の
削
減
」
と
昨
年
に
引

き
続
き
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
む

の
か
。

町
長

増
加
要
因
と
し
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
採

用
増
加
・
町
直
営
の
保
育

施
設
の
保
持
・
コ
ロ
ナ
対

策
事
務
の
増
加
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
を
活
用
し

事
務
効
率
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
課
長

会
計
年
度
任

用
職
員
分
が
物
件
費
か
ら

人
件
費
に
移
行
し
た
こ
と

と
、
公
債
費
の
償
還
増
加

が
主
な
要
因
で
す
。
今
後

は
行
革
大
綱
を
実
践
に
移

し
、
経
費
の
節
減
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

利
用
者
の
声
を
拾
う

仕
組
み
は

髙
橋︵
勝
︶委
員

デ
マ
ン

ド
交
通
の
利
用
者
数
が
毎

年
減
少
。
利
用
者
の
声
を

拾
う
仕
組
み
が
あ
る
の
か
。

住
民
課
長
「
ほ
ほ
え
み

カ
ー
運
行
委
員
会
」
を
設

置
し
て
お
り
、
年
２
回
の

開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
に
も
委
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
生
の

声
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
の
利
用
者
数
は
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
利
用
を
控
え

た
も
の
と
分
析
し
て
い
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
工
事
内
容
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
工
事
請
負
費
に
つ
い

特
別
会
計
の
見
直
し
は

後
藤
委
員

現
在
11
会
計

あ
る
特
別
会
計
だ
が
、
一

般
会
計
に
移
せ
る
も
の
は

な
い
の
か
。
例
え
ば
訪
問

看
護
な
ど
は
、
健
康
福
祉

課
で
運
営
可
能
で
は
。
透

明
性
を
持
た
せ
る
た
め
に

も
、
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

総
務
課
長

現
在
に
お
い

て
見
直
し
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
訪
問
看
護
で
は

実
際
の
金
額
の
動
き
が
わ

か
る
の
が
よ
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
一
般
会
計
で
の
負

担
額
が
み
え
る
よ
う
に
分

離
し
て
い
る
現
状
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

※
義
務
的
経
費
と
は
…

国
ま
た
は
地
方
自
治
体

の
一
般
歳
出
の
う
ち
、
支

出
す
る
こ
と
が
制
度
的
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経

費
の
こ
と
。

人
件
費
、
扶
助
費
お
よ

び
公
債
費
の
３
つ
か
ら
な

る
。

て
、
工
事
の
中
身
は
。

住
民
課
長

工
事
箇
所
は

17
か
所
で
あ
り
、
内
訳
は

新
設
が
15
カ
所
、
移
設
が

1
カ
所
、
撤
去
が
1
カ
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
の
積
立

額
は

後
藤
委
員

町
の
標
準
財

政
規
模
40
億
円
で
あ
れ
ば

10
％
の
4
億
円
の
積
み
立

て
と
な
る
が
、
現
状
の
歳

入
歳
出
は
90
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
ど
ち
ら
の
数
字

を
基
準
と
し
て
財
政
調
整

基
金
を
積
立
て
る
予
定
か
。

総
務
課
長

標
準
財
政
規

模
40
億
円
の
10
％
の
積
立

て
と
考
え
て
、
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

代
表
監
査
委
員

財
政
調

整
基
金
は
、
こ
れ
ま
で
積

極
的
活
用
と
進
言
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
積
立
て

に
ま
わ
す
我
慢
の
時
期
を

迎
え
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

住民の足としてかかせないほほえみカー
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り
ま
し
た
が
、
町
へ
の
効

果
と
し
て
は
、
お
お
よ
そ

67
万
円
の
売
上
で
し
た
。

空
き
家
解
体
で
な
ぜ

設
計
が
必
要
か

舟
山
委
員

空
き
家
対
策

事
業
の
解
体
工
事
で
、
設

計
業
務
委
託
と
し
て
約

80
万
円
を
要
し

て
い
る
が
、
な

ぜ
設
計
業
務
が

必
要
と
な
っ
た

の
か
。

地
域
整
備
課
長

家
屋
の
腐
食
や

茅
葺
き
等
の
廃

材
の
内
訳
が
困

難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
解
体
を

す
る
上
で
設
計

が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

民
生
費
負
担
金
の

未
収
額
は

川
﨑
委
員

民
生
費
負
担

金
で
約
18
万
７
千
円
の
収

入
未
済
額
が
あ
る
が
、
そ

の
事
業
は
な
に
か
。
未
収

と
な
っ
た
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長

除
雪
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
で
、
未

収
内
訳
は
３
件
で
、
う
ち

２
件
の
約
３
万
９
千
円
分

は
今
年
度
収
納
と
な
り
ま

し
た
が
、
残
り
１
件
の
約

14
万
８
千
円
分
は
当
事
者

死
亡
に
よ
り
、
現
在
相
続

人
と
収
納
に
向
け
て
相
談

中
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
事
業
負
担

金
の
効
果
は

屋
嶋
委
員

観
光
広
告
宣

伝
事
業
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
構
築
事
業
に
約
６
５
１

万
円
を
負
担
し
て
い
る
が

町
へ
の
効
果
は
、
ど
の
く

ら
い
あ
っ
た
の
か
。

観
光
交
流
室
長

ア
ル
カ

デ
ィ
ア
観
光
局
で
は
、
営

業
活
動
や
情
報
発
信
、
お

み
や
げ
品
の
開
発
等
を
行

い
、
旅
行
商
品
の
宣
伝
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
用
途
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
で
８
１
０

万
円
の
歳
入
内
容
は
。

産
業
連
携
室
長

飯
豊
電

池
バ
レ
ー
構
想
に
充
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

販
売
状
況
は

髙
橋︵
勝
︶委
員

商
工
振

興
費
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
運
営
事
業
と
し
て
、
運

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

営
委
託
費
３
０
０
万
円
を

支
出
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
販
売
状
況
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長

コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
一
部
時
短
営
業

は
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

毎
日
営
業
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
町
産
の
つ

や
姫
を
使
用
し
た
お
に
ぎ

り
や
、
本
町
で
採
れ
た
野

菜
を
使
っ
た
お
惣
菜
な
ど

売
れ
行
き
は
良
好
と
の
こ

と
で
す
。

アルカディア観光局による町のＰＲ

進まぬ消雪道  路の改修工事 産業厚生
所 管 分

アンテナショップの様子
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消
雪
道
路
の
改
修
状
況
は

後
藤
委
員

道
路
維
持
費

の
中
の
除
雪
事
業
で
、
消

雪
道
路
に
関
す
る
工
事
を

令
和
元
年
度
は
、
改
修
や

工
事
費
と
し
て
１
５
７
０

万
円
の
執
行
と
な
っ
て
い

た
が
、
令
和
２
年
度
で
は

８
０
０
万
円
の
執
行
と
、

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
消

雪
に
つ
い
て
は
要
望
が
多

い
が
、
適
切
な
執
行
状
況

に
あ
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長

計
画
さ

れ
て
い
る
ノ
ズ
ル
交
換
な

ど
は
実
施
し
ま
し
た
が
、

消
雪
設
備
の
改
修
は
緊
急

性
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
交
付
金

に
頼
っ
て
い
る
状
況
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
改
修
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
す
。

下
水
道
施
設
の
診
断

結
果
は

屋
嶋
委
員

下
水
道
事
業

の
施
設
管
理
費
で
、
約
４

３
０
万
円
を
か
け
施
設
の

機
能
診
断
業
務
を
行
っ
て

い
る
が
、
萩
生
・
椿
・
松

原
地
区
の
施
設
は
、
20
年

以
上
経
っ
て
い
る
。
診
断

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

上
下
水
道
室
長

下
水
道

施
設
の
機
能
診
断
の
結
果
、

耐
用
年
数
が
経
過
し
た
と

判
断
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
修
繕
を
進
め
て
い
き
ま

す
。介

護
老
人
保
健
施
設

特
別
会
計
の
未
収
金
は

川
﨑
委
員

介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
の
通
所

負
担
の
未
収
金
が
、
一
年

前
と
全
く
変
わ
ら
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

健
康
福
祉
課
長

入
所
負

担
金
未
収
は
３
名
、
通
所

負
担
金
未
収
は
１
名
の
、

計
４
名
で
す
。
理
由
は
家

族
の
入
院
、
当
事
者
の
死

亡
な
ど
に
よ
り
、
進
ま
な

い
状
況
で
す
。

水
道
料
金
の
未
収
金
は

後
藤
委
員

監
査
の
評
価

に
も
あ
る
が
、
水
道
料
金

の
未
収
に
つ
い
て
ど
う
思

う
か
。

上
下
水
道
室
長

未
納
の

方
に
は
、
再
三
に
わ
た
り

納
入
の
お
願
い
と
納
付
の

相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
未

納
の
場
合
は
、
最
終
的
に

水
道
停
止
と
な
り
ま
す
。

改修がすすまない消雪道路（写真は萩生地区）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

進まぬ消雪道  路の改修工事決算特別
委 員 会

20年以上経過の下水道施設（萩生）
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●
企
画
課

◆
婚
活
事
業
に
つ
い
て

「
自
分
力
Ｕ
Ｐ
講
座
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ヌ
ー
で

恋
活
・
友
達
づ
く
り
」
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

◆「
い
い
で
未
来
カ
フ
ェ

２
０
２
１
」
で
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

は
２
名
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
活
動
期
間
は
本
年

10
月
１
日
か
ら
で
最
長
３

年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
住
民
課

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
改

正
に
つ
い
て
、
12
月
定
例

議
会
に
お
い
て
提
案
す
る

よ
う
準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

◆
飯
豊
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
３
１
６
２
枚

交
付
率
46
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、

８
月
末
現
在
で
長
井
署
管

内
の
交
通
事
故
は
34
件
で

飯
豊
町
は
７
件
で
す
。

●
教
育
総
務
課

◆
令
和
４
年
度
の
乳
幼
児

施
設
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
さ
ゆ
り
保
育
園
の
外
壁

等
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

修
繕
の
必
要
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。

●
社
会
教
育
課

◆
本
年
度
の
町
芸
能
発
表

会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◆
人
口
芝
と
し
た
町
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内
グ

ラ
ン
ド
は
８
月
20
日
か
ら

仮
使
用
を
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
委
員

ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
利
用
拡
大
の
取

り
組
み
は
。
こ
の
機
会
に

要
望
の
多
い
自
動
販
売
機

を
設
置
で
き
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

今
後
多

く
の
町
民
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
広
く
周
知

い
た
し
ま
す
。

自
販
機
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
橋︵
亨
︶委
員

学
校
統

合
に
子
供
た
ち
の
意
見
を

聞
い
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長

学
校
再

編
統
合
の
議
論
に
は
児
童

生
徒
の
考
え
も
大
切
で
す

が
、
直
接
意
見
を
聞
く
こ

と
は
困
難
で
す
。

古
山
委
員

専
門
職
大
学

に
第
一
小
学
校
体
育
館
を

貸
し
出
す
約
束
な
の
か
。

教
育
総
務
課
長

赤
門
学

院
か
ら
室
長
に
対
し
て
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

小
学
校
に
は
伝
え
て
い
ま

せ
ん
。

後
藤
委
員

小
中
学
校
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
可
能

か
。

教
育
総
務
課
長

現
在
家

庭
と
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ル
ー
タ
ー
は
貸
出
が
可
能

で
す
。

菅
野
委
員

ス
ワ
ン
パ
ー

ク
十
字
路
に
信
号
機
の
設

置
を
要
望
し
て
は
。

住
民
課
長

公
安
委
員
会

に
信
号
機
の
設
置
の
要
望

を
し
て
い
ま
す
が
、
難
し

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

髙
橋︵
勝
︶委
員

こ
れ
ま

で
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の

検
証
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

コ
ロ
ナ
対
策

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
現

在
実
施
中
で
、
国
か
ら
は

公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
あ
り
ま
す
の
で
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

第５次総合計画初年度
教育と文化の充実策を問う

総務文教常任委員会

信
号
機
の
設
置
要
望
が
多
い

人口芝が完了した屋内グランド
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が
農
業
体
験
者
を
さ
れ
ま

し
た
。

髙
橋︵
亨
︶委
員

コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
65
歳
以
上
90

％
受
け
て
い
る
が
、
未
接

種
の
方
に
つ
い
て
は
。

健
康
福
祉
課
長

希
望
し

な
い
方
を
除
き
接
種
勧
奨

文
を
出
し
て
い
ま
す
。

古
山
委
員

貸
工
場
の
開

業
が
遅
れ
て
い
る
理
由
が

工
場
内
の
虫
対
策
と
い
う

こ
と
だ
が
、
町
の
責
任
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

セ
パ
レ

ー
タ
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

か
ら
フ
ィ
ル
タ
ー
が
付
い

て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
調
査
デ
ー
タ
を
示
し
、

会
社
側
も
調
査
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

●
農
林
振
興
課

８
月
21
日
か
ら
28
日
ま

で
の
大
雨
に
よ
り
、
林
道

天
狗
山
線
他
４
路
線
に
お

い
て
、
路
面
洗
堀
や
路
肩

欠
損
等
の
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
の
で
、
予
算
措
置

し
災
害
復
旧
を
進
め
ま

す
。

●
商
工
観
光
課

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
研
究

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
体

制
見
直
し
に
つ
い
て
、
民

間
事
業
者
に
使
用
許
可
を

出
す
予
定
で
す
。

●
地
域
整
備
課

主
要
地
方
道
長
井
飯
豊

線
小
白
川
工
区
に
つ
い
て

県
よ
り
今
年
度
事
業
と
し

て
、
空
中
写
真
数
値
化
業

務
、
道
路
施
設
長
寿
命
対

策
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
一
部
は
既
に
発
注
済
み

と
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
白
川
区
民
会
の

役
員
と
９
月
13
日
協
議
し

そ
の
後
、
地
区
住
民
に
説

明
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
健
康
福
祉
課

介
護
老
人
保
健
施
設
で

現
在
使
わ
れ
て
い
る
大
型

ス
チ
ー
ム
オ
ー
ブ
ン
は
、

耐
用
年
数
が
７
年
の
と
こ

ろ
使
用
年
数
15
年
の
稼
働

と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
品

も
な
く
使
い
続
け
て
い
る

状
態
な
の
で
更
新
す
る
予

定
で
す
。

屋
嶋
委
員

児
童
発
達
支

援
施
設
に
つ
い
て
、
建
設

は
で
き
れ
ば
町
内
業
者
が

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
課
長

町
内
の

業
者
が
設
計
、
監
理
、
建

設
を
行
う
と
聞
い
て
い
ま

す
。

菅
野
委
員

ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊

研
究
セ
ン
タ
ー
を
民
間
事

業
者
に
使
用
許
可
を
出
す

場
合
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

商
工
観
光
課
長

長
期
使

用
契
約
で
は
な
く
短
期
間

使
用
許
可
を
考
え
て
い
ま

す
。

舟
山
委
員

農
林
業
へ
の

新
規
就
農
状
況
は
。

農
地
管
理
室
長

平
成
29

年
２
名
、
同
30
年
０
名
、

令
和
元
年
１
名
、
令
和
２

年
０
名
で
し
た
が
、
６
名

各
課
か
ら
の
報
告

コ
ン
ビ
ニ
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
た
道
の
駅

質
問
と
答
弁

川
崎
委
員

道
の
駅
の
コ

ン
ビ
ニ
は
、
町
民
の
買
い

物
支
援
施
設
と
し
て
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ

白
紙
と
は
な
ぜ
な
の
か
。

商
工
観
光
課
長

開
店
に

向
け
て
協
議
を
重
ね
ま
し

た
が
、
建
設
費
が
折
り
合

わ
な
か
っ
た
の
で
、
今
後

再
検
討
し
ま
す
。

道の駅のコンビニ計画は
今後どうなるのか
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ン

（19）議会だより183号　令和３年10月25日



発
行
責
任
者

議
　
　
長

菅
野
富
士
雄

発
　
　
　
行

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

舟
山

政
男

副
委
員
長

遠
藤

芳
昭

委
　
　
員

後
藤
惠
一
郎

　
　
　
　
　
　
川
﨑
祐
次
郎

　
　
　
　
　
　
屋
嶋

雅
一

　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
勝

一
年
の
努
力
が
報
い

ら
れ
る
収
穫
の
秋
と
な

り
ま
し
た
。
さ
る
８
月

６
日
よ
り
任
期
後
半
と

な
り
ま
し
た
。

新
た
な
体
制
で
当
委

員
会
を
ス
タ
ー
ト
し
て

読
み
や
す
い
よ
り
良
い

広
報
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

舟
山
政
男
記

編
集
後
記

　飯豊町議会では、町内の各団体やグループと、現在または今後のまちづ
くりの課題について意見交換の場を持ちたいと考えています。意見交換を
通して、議会活動への反映、政策提言、町への要望などを目的としています。

対 象 団 体　　町内に所在する団体やグループ。参加人数は概ね10名程度
　　　　　　　　（商工農林団体、地区、自治会、サークル、仲間等他）

交換会の内容　　あらかじめ提出いただいたテーマに基づいて行います。

そ　の　他　　開催日時や場所テーマ等は、団体の代表と協議させていただ
　　　　　　　　きます。
　　　　　　　　原則として全議員が出席します。

担　　　当　　飯豊町議会広報公聴常任委員会

お問い合わせ　　飯豊町議会事務局　
　　　　　　　　TEL 0238－87－0527　FAX 0238－72－2430

飯豊町議会との「意見交換会」
さまざまなテーマを受け付けています

　
　
　
　
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
建
設
部

　
　
　

西
置
賜
道
路
計
画
課
長

来
年
４
月
か
ら

本
格
的
な
本
ケ
ー

ブ
ル
設
置
工
事

（
夜
間
通
行
止
め

を
予
定
）
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

主
要
地
方
道
米
沢
飯
豊
線
中
津
川
橋

に
お
け
る
橋
梁
補
修
工
事
の
地
元
説

明
会
書
面
開
催
に
つ
い
て
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